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10月10日町民体育際の婦人会による日本列島音頭

人のうこき（盤総官基）

人　　口　10，066人　（＋23）

第　　　　4，799　　（＋6）

女　　　5．267　　（＋17）

慣常数　　2．709戸　（＋7）

（）内は前月比

11月のこよみ
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国
火
災
予
防
週
間
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不検　　ふ　　泣
起票　　に　　き
断　に　　お　　寝
に　映　　ち　た　人
も　せ　関　ぬの　り
光世　く　不　も　せ
る　の　蜜　起　う　ず

響正　声　　訴　毒　に
蓋　し　’　処歪
の　い　民　　分　会
目　　の　iこ

声

e自転車にはラ　イトを付けま　し　ょ　う、

検
察
審
査
会
に
つ
い
て

○
あ
な
た
は
、
こ
ん
な
場
合

ど
う
し
た
ち
ょ
い
か
9

詐
欺
・
お
ど
し
・
交
通
事
故
な
ど
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
轡
蕪
や
検
察
庁

に
訴
え
た
か
、
検
察
官
が
そ
の
革
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納

得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
9
　
そ
う
い
う

方
は
、
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い

で
検
察
審
査
会
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

○
検
察
審
査
会
と
は

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
　
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
名
の
検
察
審
査

員
が
検
察
官
の
し
た
仕
蔀
の
や
り
か
た

を
審
査
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

○
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
か
9

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
が
、
お
も
な
仕
謡

の
一
つ
で
す
。
検
察
審
査
会
は
、
そ
の

た
め
に
検
察
官
の
つ
く
っ
た
不
起
訴
記

録
を
調
べ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人

を
呼
ん
だ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実
細

見
分
な
ど
も
し
て
議
決
し
ま
す
。
そ
の

議
決
を
参
考
に
し
て
、
検
事
正
が
事
件

を
起
訴
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と
き
は
、

起
訴
の
手
続
が
と
ら
れ
ま
す
。

○
事
件
の
審
査
を
し
て
も
ら
う
に
は

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
犯
罪

に
よ
っ
て
書
を
う
げ
だ
人
で
、
検
察
官

の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
方
は
、

だ
れ
で
も
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
立
に
は
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

申
立
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
検
察
審
査

会
郵
務
局
ほ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
申

立
用
紙
も
撃
落
局
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す。○
所
在
地
は

北
九
州
市
小
倉
区
金
田
一
丁
目

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部
内

小
倉
検
察
審
査
会
諒
落
居

超
話
　
5
6
1
・
3
4
3
1

そ
の
他
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
で
心
配
さ

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
他
一
般
の
法
律

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
遠
慮
な
く

気
軽
に
相
談
に
お
出
く
だ
さ
い
。

当
日
は
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

民
生
委
員
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
日
時
、
場
所

1
2
月
日
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

譲
渡
所
得
の

申
告
に
つ
い
て
ご
注
意

人
権
を
や
り
育
て
て
よ
い
社
会

人
権
相
戦
、
心
配
ご
と
相
談

合
同
相
談
所
開
設
の
お
し

も
し
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
、
理

由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
人
格

を
無
視
さ
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
又
農
地
・
借

地
借
家
・
金
銭
貸
借
・
戸
籍
・
登
記
・

守
．
．
人
権
の
尊
重
は
人
間
に
と

誓
っ
て
、
そ
の
肉
体
に
対
す

人
」
　
る
空
気
の
よ
う
な
も
の

人
権
と
は
、
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
当
然
に
も
つ
権
利
で
す
。

人
権
の
尊
重
は
人
間
に
と
っ
て
、
そ
の

肉
体
に
対
す
ろ
空
気
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
人
権
が
営
垂
さ
れ
な
く
て
は
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

て
い
る
限
り
、
そ
の
重
要
柱
は
な
か
な

か
意
識
さ
れ
な
い
で
、
奪
わ
れ
て
か
ら

は
じ
め
て
分
か
る
と
い
っ
た
性
格
の
も

の
で
す
。
人
権
は
人
間
の
尊
厳
性
の
自

覚
と
表
装
一
体
の
関
係
に
あ
っ
て
、
こ

の
二
つ
は
常
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

ます。人
権
の
暫
鐙
は
人
間
の
尊
厳
性
の
自

覚
と
共
に
生
ま
れ
、
そ
の
自
覚
が
強
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
人
権
の
尊
重
も
強

く
、
広
く
要
求
さ
れ
ま
す
。

一
、
土
地
や
建
物
、
そ
の
他
船
舶
な
ど

の
資
産
を
売
っ
た
と
き
の
利
益
を
談

渡
所
得
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
年
の

l
月
l
日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
問

に
、
こ
の
よ
う
な
資
産
を
売
っ
た
場

合
は
、
翌
年
の
2
月
1
6
日
か
ら
3
月

1
5
日
ま
で
の
間
に
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

時
期
を
失
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
ー
フ
。

二
、
憩
渡
所
得
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

み
ま
す
と
、
売
っ
た
価
額
を
い
つ
わ

っ
て
申
告
す
る
な
ど
、
不
正
が
あ
っ

た
た
め
に
、
増
磐
税
額
の
三
〇
％
の

重
加
算
税
を
納
め
ら
れ
た
方
が
多
い

の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
農
地
や
採
草
放
牧
地
を
売
っ
た
と

き
の
所
得
税
の
申
告
は
、
農
地
法
の

規
定
に
よ
る
県
知
諺
の
許
可
が
あ
っ

た
日
、
ま
た
は
届
出
の
効
力
が
生
じ

た
日
と
、
そ
の
農
地
な
ど
の
引
淡
し

か
あ
っ
た
日
と
の
、
い
づ
れ
か
遅
い

日
の
屈
す
る
年
分
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
目

の
う
ら
い
づ
れ
か
早
い
日
、
ま
た
は

そ
の
農
地
な
ど
の
売
却
に
関
す
る
契

約
を
さ
れ
た
日
の
屈
す
ろ
年
分
と
し

て
申
告
さ
れ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せん。
な
お
譲
波
所
得
の
こ
と
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い

つ
で
も
税
務
署
の
資
産
税
担
当
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

穏
話
鵬
「
1
6
1
・
2
5
3
9

蓉
松
税
務
署

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た

本
年
も
去
る
十
月
十
二
日
に
遠
賀
中

学
校
の
慰
盛
捲
前
で
、
過
ぐ
る
大
戦
に

お
い
て
戦
没
さ
れ
た
二
五
六
柱
の
み
た

ま
の
ご
冥
福
を
祈
る
た
め
、
町
主
催
の

合
同
慰
謹
祭
が
神
式
に
よ
り
行
わ
れ
ま

した。
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9月30目白門小学校で実施された遠賀郡合同の
消防訓練

井　石矢竪柴　　信松林入古松
口　橋野福　田　　　行本　　江川尼

僧　多　選酉貰　　　雪先要一芳隆
子　七雑一蔵∴∴∴鴻江一　昌　江助

eその一杯こ　とわる　勇気が事故をて断つ、

消
妨
害
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

ま
で
全
国
い
っ
せ
い
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。

遠
賀
郡
内
か
ら
火
部
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
遠
賀
町
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
九

月
末
ま
で
に
八
件
も
の
火
事
が
発
生
し

ま
し
た
。

◎
我
家
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

0
∴
た
ば
こ
の
扱
げ
捨
て
と
唆
た
ば

こ
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

臼
　
外
出
、
就
寝
前
に
は
忘
れ
ず
に

火
の
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

臼
　
暖
房
器
真
筆
は
説
明
誇
ど
お
り

の
取
扱
を
し
ま
し
ょ
う
。

四囲軸
圏

農
地
移
動
適
正
化
あ
っ

せ
ん
基
準
の
制
定
に

つ
い
て

◎
損
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
方
法

0
　
早
く
知
ら
せ
る
′
ま
ず
ダ
イ
ヤ

ル

一

一

九

あ
わ
て
ず
に
、
火
災
の
親
類
（
家
、

山
林
等
）
や
場
所
の
わ
か
り
や
す
い
日

額
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

臼
∴
消
火
器
を
備
え
ろ
か
、
又
は
、

バ
ケ
ツ
に
水
（
ふ
ろ
の
水
）
を
用

憲
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

器
具
等
は
か
な
ら

ず
尊
門
の
業
者
に

相
談
し
て
取
付
け

ま
し
ょ
う
。

◎
老
人
、
子
供
、
病
弱

着
筆
の
避
難
に
つ
い

て0
∴
避
親
し
や
す
い

場
所
に
就
捜
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

臼
　
二
ヶ
所
以
上
の

避
難
の
出
入
口
を

考
え
て
お
き
ま
し

よ
ト
ラ
。

今
回
、
遠
賀
町
農
薬
委
員
会
は
農
地

移
動
適
正
化
あ
っ
旋
義
郎
を
先
月
制
定

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
擢
づ
い
て
農
地
移
動
が
、
経
営
観
棟

の
拡
大
や
焼
鈍
の
集
団
化
等
農
地
保
有

の
合
理
化
に
資
す
る
よ
う
誘
導
的
に
農

業
委
員
会
が
あ
っ
暖
を
行
う
事
業
で
あ

り
、
い
ま
、
あ
な
た
が
農
地
の
売
買
、

貸
借
、
交
換
に
つ
い
て
こ
の
謡
菜
に
よ

り
た
い
と
き
は
、
あ
っ
暁
の
要
件
お
よ

び
基
準
に
避
す
る
か
ど
う
か
問
題
と
な

り
ま
す
が
、
薄
し
い
こ
と
は
農
業
委
員

会
か
、
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
あ
っ
輝
が
成
立
し
た
場

合
は
、
所
得
税
、
登
録
免
許
税
、
不
動

産
取
得
税
等
の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
又
農
地
の
譲
受
人
が
農
地
の
取

得
資
金
を
必
要
と
し
、
融
資
を
希
望
す

れ
ば
貸
付
適
格
認
定
申
請
を
優
先
し
て

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
是
非
こ
利
用
く
だ

さ
い
。

●
．
・
・
ヽ
・
ヽ
●
ヽ
；
◆
；
●
．
，
ヽ
1
．
子
．
．
i
●
；
・
．
，
ヽ
・
．

遠
賀
町
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
結
成
に
つ
い
て

心
身
障
害
児
（
者
）
を
持
つ
親
の
願
い

こ
の
子
ら
を
世
の
光
に

軽
い
者
に
は
社
会
自
立
を

重
い
者
に
は
温
い
施
設
を

穀
な
き
あ
と
の
保
障
を

発
生
予
防
と
早
期
対
策
を

い
ま
、
日
本
で
は
産
業
発
展
か
ら
、

福
祉
国
家
へ
と
諸
施
策
が
進
め
ら
れ
、

す
べ
て
の
人
は
幸
福
に
生
き
る
権
利
を

持
っ
て
い
ま
す
。
不
幸
に
し
て
、
不
自

由
な
こ
の
子
ら
に
も
幸
福
に
生
き
る
櫛

が
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
現
状
で

は
施
策
も
施
設
も
不
十
分
で
、
公
的
施

設
も
少
な
く
私
施
設
に
す
ら
入
国
で
き

な
い
現
状
で
す
。
特
に
、
親
さ
き
後
の

子
供
の
生
活
等
々
、
親
の
悩
み
は
つ
き

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
し
て

最
近
で
は
障
害
児
に
対
す
る
関
心
の
度

合
は
甫
く
な
り
、
そ
れ
は
地
域
福
祉
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
る
程
に
な

り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
も
、
特
殊
学
級
等
諸
施
策

に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
今

回
の
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
話
戌
に
つ
い

て
も
温
い
支
援
を
受
け
、
去
る
六
月
よ

り
発
起
人
を
中
心
に
準
稲
を
進
め
て
き

ま
し
た
結
果
、
十
月
十
九
日
に
遠
賀
町

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
を
結
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
二
十
一

名
の
外
、
町
長
、
厚
生
課
長
、
保
健

婦
、
民
生
黍
貝
、
社
協
会
長
、
再
開

前
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
の
子
を
守
る

親
の
会
役
貝
多
数
の
列
席
の
も
と
に
、

柴
田
町
長
よ
り
力
強
い
激
励
と
温
い
支

援
の
辞
を
受
け
、
会
員
一
同
感
激
で
一

杯
で
し
た
。
そ
の
他
、
各
団
体
役
員
か

ら
の
祝
辞
も
あ
り
結
成
は
盛
大
に
終
了

し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
と

中
間
市
の
連
合
会
組
織
を
繕
成
し
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
目
標
に
陳
歴
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
家
発
展
の
荻
に

は
離
れ
に
不
幸
な
子
が
で
き
る
か
、
ま

た
疎
放
災
苦
を
受
け
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
（
不
幸
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
…
…
）

こ
の
よ
う
に
し
て
鯖
成
さ
れ
た
会
で

す
。
町
民
の
皆
様
の
温
い
御
理
解
と
御

支
援
を
戴
き
ま
す
よ
お
願
い
申
し
上
げ

ます。お
お
、
こ
の
会
の
趣
旨
に
御
賛
同
さ

れ
る
一
般
の
万
は
賛
助
会
員
と
し
て
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
の
郵
務
局
を
遠
賀
町
厚
生
課
に

置
い
て
い
ま
す
。

役
　
貝会

　
　
長

副
会
長

幹
　
　
部

〃

密
務
局
長

顧
　
問遠

賀
町
長

社
協
会
長

身
障
会
長

民
生
総
務

賛
助
会
員
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泉別山松松田安居門二竹竹石見小善矢矢奥上倉
原府下井井中部崎司村森森田津田松野野田田津

竺　攣稔謹拘義　幸害毒憲移　監　学課掌

罵　言言継篤∴鷲薬葱奮　葱　簑蕾姦
目　　か　多　　美

秀自　　活広　　　左　　お津　佐　　　三蕃郁
斑　信昭浩幸康　　　志勝る子　江　　　郎板男

新　　　　　　　　　　　逮　　　　　7
岩荒　副璽白古楽大尼賀武坂加古永山古雅島大
崎IIi町田広石賀田野崎川谷井藤賀田下川田　日村

里巽　実華美撃落奨学　掌聖教　繕勇掌雪害

勝I頂　　秀雪康和
子　子　　二恵子子

藤一
野　田
幸　ひ
－　と

郎　み

虫　　　　　老　　　　　　　　　木　　　　　　　滅　　　　　菌　　　　　東
上生石末鎌丸　橋芳村倉小鴨中　土渡村井一　三坂小石　培渡川阿　古絢富里書芸諾意良雑器薫墨守冨蓑呈上葉木憲謹呈印篭塁町議

千　　　　　ひ寿　　　遠　　野　　　　　　千　さ　　　　　　　　い

望水子子利子　子博子千手隆悔　み子千載代　千一日子　子き弘吉　之久子
察

椙　　　添乗若　　　草村松木太柴　伸高森松石　宮中葉巻　西竹松川　音古峯
原　　　田松井　　　　田本村田圃　　　島　本井　井村村本　川野尾畑　野野

書　巻∴清文学業　勝　頼克博久　光罠　　和鱒浦莫　尚厚＿
琵　　　嗣晋子　　　美明子作正弘　韓子己美男　子千一時　吉一子子　子子士

山宮浜垂関
下　田　田　帯

締宏　　善荻
昭一　実信三

山宮所長　国
崎城宮浜本

雅和領和
之亮英明明

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭
和
鮪
年
4
月
2
日
か
ら
幼
年
4
月
1
日
の
間
に
生
れ
た
方
が
明
年
1
月
1
5

日
の
成
人
の
日
に
町
主
催
の
行
革
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
行
事
内
容
　
　
　
　
　
　
成
人
式
々
典
、
ボ
ー
リ
ー
ン
グ
大
会

な
お
、
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
が
こ
の
名
簿
は
1
0
月
1
旧
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方
や

万
一
洩
れ
た
方
は
、
至
急
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
出
く
だ
さ
い
。

光
安
　
敬
治

柿
野
　
厚
子

木
下
　
純
一

塚
田
　
浩
美

中
間
寿
美
子

船
津
　
和
代

松
下
　
絨
之

南
　
　
弘
幸

大
和
美
由
紀

伊
東
　
博
之

旧
　
傭

河
原
登
美
子

浜
松
　
栄
治

須
原
恵
津
子

山
口
　
春
美

和
田
は
る
え

栗
田
　
恵
海

田
代
　
公
男

野
中
や
よ
ひ

奥
田
健
二
郎

河
野
　
誠
吾

坂
本
　
　
守

白
石
　
晴
代

田
中
富
士
子

談
尾
　
忠
志

析
橋

徳
永

矢
野

恩
田

広
　
洩

片
山

柴
田

原
田
美
佐
子

概
、
奉

柴
田
　
邦
博

瀬
口
　
説
江

道
　
警

培
　
　
光
久

上
別
府

石
松
　
　
昭

伊
藤
香
津
江

解
団
　
輔
之

半
田
　
光
子

若
葉
台

高
木
　
敏
貞

虫
生
津

小
松
美
弥
子

白
石
　
定
信

吉
野
　
広
美

山
下
ミ
サ
千

木
下
　
昌
美

立
石
　
静
江

富
永
　
秀
明

煎
山
　
信
子

松
田
　
春
雄

宮
路
　
俊
一

山
本
　
孝
子

吉
田
　
隆
男

金
本
　
富
裕

織
田
　
　
学

三
好
　
和
代

上
村
　
宏
司

的
山
恵
美
子

原
田
由
美
枝

矢
野
　
真
二

柴
田
　
早
苗

藤
吉
　
春
美

へ

、

＝

l

l

I

／
佑
㈱
憤
望
み
ノ

門
司
由
利
子

永
野
　
弘
子

小
村
　
桂
子

吉
野
美
佐
子

福
田
　
厚
子

八
幡
穏
含
高
縞
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集
案
内

○
募
集
訓
練
科

機
械
科
、
短
気
科

○
募
集
期
限
　
　
Ⅱ
月
1
7
日
ま
で

○
応
募
資
格

対
校
卒
業
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
歴
を
も
つ
身
体
強
健
な
男

女
○
応
募
先

八
幡
総
合
南
等
職
業
訓
練
校

八
幡
区
穴
生
三
丁
目

墟
諾
　
6
4
1
・
4
9
0
6

職
種
、
条
件
等

板
金
工
及
び
見
習
（
断
熱
工
寧
）

中
学
卒
業
以
上
男
子
数
名

経
験
者
歓
迎

給
与
は
当
方
規
定
に
よ
り
支
給
、
昇

給
年
一
回
、
賞
与
年
一
一
回
あ
り
、
社

会
保
険
あ
り
、
寮
あ
り
、
通
勤
費
全

額
支
給
、
送
迎
あ
り

求
人
先

遠
賀
町
新
町
　
馬
渕
板
金

宙
話
　
3
・
l
1
3
8
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児
童
手
当
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
次
の
要
件
に
該
当
す
る

掲
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
詰

求
さ
れ
て
な
い
方
、
及
び
今
後
該
当
さ

れ
た
場
合
は
至
急
手
続
を
行
な
っ
て
下

さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詔

○
受
給
要
件

一
、
十
八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上

有る。

二
、
出
生
に
よ
り
十
八
才
未
満
の
児
童

が
三
人
以
上
と
な
る
。

三
、
児
童
の
内
一
名
が
昭
和
三
十
八
年

四
月
二
日
以
後
出
生
で
あ
る
こ
と
。

四
、
児
垂
の
糞
育
者
の
所
得
が
基
準
額

以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
手
当
頼

児
童
三
人
目
よ
り
一
人
に
つ
き
、
月

額
三
〇
〇
〇
円
。

但
し
、
請
求
の
翌
月
分
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
手
続
方
法

役
場
厚
生
課
へ
田
か
ん
を
持
参
下
さ

い
。
（
勤
務
者
は
厚
生
年
金
加
入
番

号
又
は
、
組
合
貝
証
の
記
号
番
号
が

必
要
で
す
。
）

尚
、
公
務
員
、
三
公
社
等
は
そ
の
事
業

所
に
て
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
法
の

大
巾
改
正
な
る

昭
和
四
十
八
年
は
、
福
祉
の
牢
と
し

て
、
厚
生
年
金
保
険
法
等
を
中
心
と

す
る
法
律
の
改
正
が
、
衆
参
両
院
で
、

長
期
間
に
亘
っ
て
審
議
さ
れ
、
よ
う
や

く
去
る
九
月
十
八
日
衆
議
院
本
会
議
で

修
正
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
国
民
年
金
法
の
改
正
の
重

点
は
、
夫
婦
で
五
万
円
年
金
の
誕
生
、

十
年
年
金
の
二
、
五
億
、
五
年
年
金
の

三
、
二
倍
の
引
上
げ
、
年
金
の
各
聞
老

人
に
対
す
る
老
齢
特
別
給
付
金
の
新

設
、
新
五
年
年
金
の
再
開
等
が
主
な
改

正
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

新
五
年
年
金
の
加
入

申
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
3
6

年
4
月
1
日
当
時
五
〇
才
か
ら
五
五
才

ま
で
の
人
は
、
す
で
に
高
齢
者
で
保
険

料
を
か
け
る
期
間
が
短
か
い
こ
と
等
に

よ
り
、
希
望
に
よ
り
一
〇
年
間
保
険
料

を
納
め
る
と
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
一
〇
年
年
金
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
一
〇
年

年
金
に
加
入
洩
れ
の
人
達
の
要
望
に
応

え
、
昭
和
備
年
1
月
か
ら
五
年
間
保
険

料
を
納
め
る
と
年
金
が
支
給
さ
れ
る
五

年
年
金
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
こ
れ
ら
の
年

齢
層
の
人
で
一
〇
年
年
金
や
五
年
年
金

に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
が
数
多
く

い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
人
に
拠
出
制
の

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
加
入
の
遠

を
開
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
該
当
者
は

こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

再
会
五
年
年
金
の
し
く
み
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
　
加
入
で
き
る
人

明
治
3
9
年
4
月
2
日
か
ら
明
治
色
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民

で
、
国
内
に
住
居
を
有
し
て
い
ろ
人
、

た
ゞ
し
国
民
年
金
制
度
、
そ
の
他
の
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、
拠
出
制
の

年
金
等
を
受
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除

き
ま
す
。

※
　
保
険
料
と
そ
の
納
め
方

加
入
の
申
し
出
を
し
た
人
は
、
加
入

の
申
し
出
を
し
た
月
か
ら
月
額
九
〇
〇

円
の
保
険
料
を
納
付
し
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
が
五
年
に
な
る
と
老
齢
年
金

の
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、
高
齢
で
あ

る
た
め
、
で
き
ろ
だ
け
早
く
老
齢
年
金

の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
特
に
昭

和
偵
年
6
月
か
ら
加
入
申
し
出
を
し
た

月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
つ
き
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
月
額
九
〇
〇
円
の
保
険
料
を

納
め
ろ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

保
険
料
の
納
期
は
、
昭
和
5
0
年
6
月
5
0

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
　
年
金
額

保
険
料
を
五
年
間
納
め
た
人
に
は
、

六
五
歳
か
ら
（
六
五
歳
に
な
っ
た
の
ち

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
五
年
に
遺

し
た
人
に
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
）
九

六
、
0
0
0
円
　
（
月
額
八
、
0
0
0

円
）
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
　
加
入
の
受
付
期
日

4
8
年
1
0
月
1
日
よ
り
約
年
3
月
1
3
日

ま
で

※
　
加
入
の
受
付
場
所
　
．

役
場
厚
生
課
福
祉
係

※
　
そ
の
他

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
持

参
の
上
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

社
会
保
険
庁
提
供
の

テ
レ
ビ
番
組
の
お
知
ら
せ

1
　
番
組
名

「
き
ょ
う
の
健
康
あ
す
の
年
金
」

2
　
放
送
期
日
、
時
間

n
月
3
日
（
土
）
か
ら
4
9
年
1
月
2
6

日
（
土
）
ま
で
毎
週
土
曜
日

午
前
日
時
1
5
分
か
ら
日
時
5
0
分
ま
で

の
1
5
分
間
（
計
1
3
回
放
送
）

3
　
放
送
局
名

テ
レ
ビ
西
日
本

こ
の
放
送
番
組
は
み
な
さ
ん
に
関
心
の

深
い
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
の
改
正
内

容
が
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
視
聴

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族
柏
域

員
の
お
知
ら
せ

○
戦
傷
病
者
相
談
員

大
森
福
五
郎
　
岡
垣
町
海
老
津

○
戦
没
者
遺
族
相
談
員

広
渡
松
雄
　
　
岡
垣
町
青
木

右
の
方
々
が
、
遠
賀
郡
担
当
の
相
談
員

と
し
て
県
知
事
よ
り
発
令
さ
れ
ま
し
た

か
ら
授
態
相
談
等
に
応
せ
ら
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
金
塊
勲
章
－
時
賜
金
受
給
者
に

銀
杯
越
星
に
つ
い
て

滴
洲
事
変
ま
で
の
旧
金
動
賊
軍
授
与
者

に
は
金
十
万
円
が
、
昭
和
四
十
二
年
法

律
第
一
号
に
て
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で
金
萄

勲
章
を
授
与
さ
れ
た
者
に
は
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日
の
生
存
者
（
そ
の
後
の
死
亡
者
は

遺
族
）
に
特
別
措
置
と
し
て
総
理
大
臣

か
ら
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

該
当
者
で
ま
だ
末
話
求
者
は
至
急
役

場
厚
生
課
へ
勲
章
授
与
の
書
状
と
イ
ン

カ
ン
を
持
参
の
上
手
続
を
し
て
下
さ
い

※
時
効
　
昭
和
4
8
年
1
2
月
2
5
日
。

昭
和
4
8
年
住
宅
維
要
実
態

田
蓋
に
つ
い
て
の
お
願
い

建
設
省
、
お
よ
び
福
岡
県
で
は
、
住

宅
事
情
の
改
善
を
図
る
た
め
毎
年
稜
々

の
調
査
を
行
な
い
、
住
宅
対
策
に
反
映

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
年
1
2
月
1
日
を

期
し
て
全
県
に
わ
た
っ
て
皆
様
の
住
宅

に
対
す
ろ
意
識
等
を
、
お
聞
か
せ
頂
く

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
目
的
の
た
め
に
だ

け
使
わ
れ
る
も
の
で
税
金
等
他
の
目
約

・
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
又
皆
様
の
回
答
が
外
部
に

洩
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
調
査

員
が
皆
様
方
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
し

た
ら
調
査
に
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
4
8
年
日
月
　
　
福
岡
県
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年
に
一
度
の
農
民
ま
つ
り

第
八
回
遠
賀
郡
農
業
祭

と
　
き
　
　
1
1
月
約
日
午
前
9
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
　
県
立
遠
賀
農
芸
高
等
学
校
（
遠
賀
町
上
別
府
）

主
　
催
　
　
遠
賀
都
窪
業
振
興
連
絡
協
議
会

後
　
援
　
　
西
日
本
新
聞
社
　
　
県
農
協
連
合
会

主
　
な
　
行
　
曹

○
記
念
式
典
　
　
各
種
表
彰
′
収
穫
感
謝
祭

○
蔑
畜
産
物
共
進
会
お
よ
び
即
売
会

白
菜
、
み
か
ん
、
鶏
卵
、
そ
の
他

○
消
費
生
活
展

展
示
コ
ー
ナ
ー
（
料
理
、
手
芸
）

遠
賀
米
試
食
コ
ー
ナ
ー

○
自
動
車
、
農
機
具
、
ヨ
ッ
ト
展
示
会

最
近
型
各
種
自
動
車
、
農
機
具
、
ヨ
ッ
ト

○
苗
木
即
売
会
　
苗
木
、
庭
園
樹
各
種

○
芸
能
大
会
　
　
郷
土
民
踊
、
歌
謡
、
そ
の
他

○
運
動
競
技
大
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
　
日
本
列
島
改
造
音
頭

各
町
対
坑
リ
レ
ー
　
　
6
0
0
米

支
所
別
対
抗
リ
レ
ー
　
4
0
0
米

2
人
3
脚
（
会
場
自
由
参
加
）

※
農
畜
産
物
出
品
受
付

2
2
日
1
0
時
か
ら
1
3
時
ま
で
会
場
で
受
け
つ
け
ま
す
の

で
多
数
出
品
下
さ
い
。

※
震
畜
産
物
（
新
鮮
野
菜
）
即
売
会

お
目
1
4
時
か
ら

み
な
き
ん
の
多
数
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
中
央
幼
稚
田
の
入
園
案
内

遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
は
、
現
在
明
年

四
月
入
園
希
望
者
の
受
付
け
を
い
た
し

て
い
ま
す
。
入
国
頭
書
は
各
部
落
の
幹

喪
さ
ん
も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

希
盟
者
は
幹
蒋
さ
ん
に
申
し
出
て
下
さ

い。

L
 
P
ガ
ス
の
事
故

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
ろ
L
P
ガ
ス
は

大
部
分
が
プ
ロ
パ
ン
で
す
。
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
は
都
市
ガ
ス
の
数
倍
も
熱
量
が
高

く
、
便
利
で
す
が
、
都
市
ガ
ス
と
遮
っ

て
空
気
よ
り
ず
っ
と
塞
く
、
ガ
ス
も
れ

な
ど
を
起
こ
す
と
、
床
に
近
い
低
い
所

に
滞
留
し
、
気
づ
か
す
に
火
を
使
う
と

一
時
に
燃
え
あ
が
っ
て
爆
発
し
、
火
事

だ
け
で
な
く
大
け
が
を
し
ま
す
。

ガ
ス
が
も
れ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
窓
を
あ
け
ひ
ろ
げ
、
元
せ
ん
を
締

め
ま
す
。
都
塵
が
暗
い
か
ら
と
い
っ
て

砥
灯
を
つ
け
た
り
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
は
禁
物
で
す
。
ガ
ス
を
早
く
追
い
出

そ
う
と
扇
風
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た

と
だ
ん
に
爆
発
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
璃
気
ス
パ
ー
ク
で
も

引
火
し
ま
す
か
ら
、
ご
注
崖
を
。

寒
さ
と
脳
卒
中

寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
寒
さ
は
、
高
血
圧
の
人
や

脳
卒
中
で
倒
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
に

と
っ
て
大
敵
で
す
。
と
く
に
急
激
は

寒
さ
は
脳
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
血

圧
を
高
め
て
脳
卒
中
の
誘
因
に
な
り

ます。脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
液
の
街
頭

障
害
で
、
意
識
が
お
か
さ
れ
た
り
、

連
動
や
知
覚
が
ま
ひ
を
起
こ
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。
脳
卒
中
を
起
こ
す
も

の
に
粕
、
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血

す
る
脳
出
血
、
脳
の
血
管
が
だ
ん
だ

ん
狭
く
な
っ
て
閉
塞
し
て
し
ま
う
脳

血
栓
、
脳
の
血
管
が
血
液
の
か
た
ま

り
で
突
然
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
脳
塞

栓
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

脳
出
血
の
発
作
の
前
徴
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
も
頭
痛
や
め

ま
い
が
二
、
三
日
あ
る
程
度
で
す
。

脳
血
栓
で
は
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

耳
鳴
り
、
物
忘
れ
、
手
足
の
し
び
れ

な
ど
の
症
状
が
数
ヶ
月
な
い
し
一
年

余
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
て
か
ら
発
作

を
お
こ
す
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

脳
塞
栓
も
ま
た
、
前
後
も
な
く
突

然
お
こ
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
発
作
的
に
め
ま
い
、
頭
痛
、
口

の
も
つ
れ
な
ど
を
訴
え
て
倒
れ
た
人

を
み
た
ら
、
脳
卒
中
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
人
の
頭
を
動
か
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
憲
韻
を
失
っ
た

人
も
同
様
で
、
保
温
に
注
意
し
て
、

す
ぐ
医
師
を
呼
ん
で
そ
の
指
示
の
も

と
に
移
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
を
予
防
す
る
に
は
、
機
会

あ
る
こ
と
に
血
圧
を
測
定
し
た
り
、

寒
い
便
所
や
部
屋
を
暖
か
く
し
、
ふ

と
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
浦
和
的
苦
痛

を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し
、
多
量
の

塩
分
や
脂
肪
を
と
ら
ず
、
睡
眠
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
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大会で清田するママさんバレーボールチーム

◎
第
8
回
町
民
体
育
祭
の

成
績

1
0
月
1
0
日
好
天
に
恵
ぐ
ま
れ
町
民
の

皆
様
方
大
多
数
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
町
民
体
育
祭
も
無
事
終
了
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
公
民
館

長
、
地
区
体
育
委
員
並
び
に
応
援
下
さ

っ
た
町
民
の
皆
様
方
の
御
協
力
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
　
①
虫
生
津
②
浅
木
⑨
広
波
④
別

府
⑤
老
艮
・
木
守
⑦
遠
賀
川
・
旧
任

○
小
学
生
リ
レ
ー
　
①
旧
任
②
浅
木
⑧

新
町
④
虫
生
津
⑤
別
府
⑥
上
別
府

○
中
学
生
リ
レ
ー
①
遠
賀
川
②
虫
生
津

⑧
鬼
浮
④
上
別
府
⑤
浅
木
⑥
旧
停

○
青
年
リ
レ
ー
　
①
別
府
⑤
広
漠
③
木

守
④
老
良
⑤
浅
木
⑥
島
津

○
混
成
リ
レ
ー
　
①
虫
生
津
⑤
添
木
⑪

広
渡
④
木
守
⑤
若
松
⑥
巻
貝

○
職
場
リ
レ
ー
　
①
消
防
署
⑧
新
西
工

業
⑧
役
場
A
④
農
協
⑤
役
場
B
⑥
鬼

門
小
⑦
マ
ー
ク
ス
工
業

◎
第
2
回
町
民
体
力
つ
く

り
走
ろ
う
大
会
迫
る

1
2
月
1
6
日
（
日
）
に
開
催
の
走
ろ
う

大
会
も
一
ケ
月
後
と
な
り
ま
し
た
。
毎

日
少
し
つ
つ
練
習
を
し
体
力
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
大
会
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま

す
の
で
申
し
込
み
〆
切
を
日
月
約
日
ま

で
と
し
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
お
得

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
刻
　
①
1
0
時
0
分
小
学
生

（
3
；
）
　
②
1
0
時
1
0
分
中
学
生

（
3
㌔
）
　
⑨
m
時
5
0
分
菊
枝
・
育

年
・
町
外
（
6
㌔
）
　
④
1
0
時
4
0
分

2
6
才
～
5
0
才
以
上
の
部
（
3
㌔
）

表
彰
各
ク
ラ
ス
一
位
賞
状
・
一
～
三
位

賞
品
・
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
授
与

し
ま
す
。
（
※
申
込
期
限
内
に
申
込
み

の
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
当
日
会
場
で

の
受
付
け
を
し
ま
す
。
）

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

同
好
会
貝
を
募
る
〃
‥

仲
間
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
、
ぶ

つ
か
り
合
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で

い
つ
ま
で
も
若
さ
と
魅
力
を
保
ち
合
う

薗
び
が
元
気
な
体
と
心
を
育
て
て
ゆ
き

ま
し
ょ
う
。

町
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
同
好
会
を
鮨
成

し
ま
し
た
。
定
員
九
人
ギ
リ
／
＼
で
ス

タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
機

会
に
社
会
体
育
の
底
辺
の
輪
を
放
け
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
コ
ミ
ニ
ュ
テ

ィ
形
成
を
計
り
明
る
い
地
域
づ
く
り
を

働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
好
の

皆
さ
ん
振
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

幸
い
コ
ー
チ
陣
も
充
実
し
ま
し
た
。

練
習
日
・
毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日

午
后
1
時
0
0
分
か
ら

遠
賀
中
学
校
体
育
館

毛
利
　
韻
夫

伊
藤
∴
∴
償

井
上
　
清
澄

後
援
　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

◎
第
9
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

遠
賀
郡
体
協
主
催
の
標
記
大
会
が
来

る
1
2
月
9
日
（
日
）
午
前
1
0
時
岡
垣
町

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
般
の
都
・
高
校

の
蔀
は
1
0
キ
ロ
・
中
学
の
都
は
5
キ
ロ

で
す
。
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
出

場
を
神
聖
さ
れ
る
人
は
日
月
0
0
日
ま
で

町
教
育
委
貝
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

尚
、
当
日
会
場
で
も
受
付
を
し
ま
す
。

〝
遠
賀
山
友
会
〝
発
足

本
会
は
自
然
に
親
し
む
者
の
交
流
の

場
で
す
。
雄
大
な
る
山
を
歩
き
、
ま
た

登
り
豊
か
な
心
と
健
態
な
肉
体
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
親
睦
と

い
う
こ
と
を
重
点
に
お
い
て
い
ま
す
か

ら
、
す
で
に
他
の
山
岳
会
に
入
会
さ
れ

て
い
る
方
も
自
由
に
入
会
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
由
で
楽
し

い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
一
般
の
皆
さ
ん
方

の
入
会
を
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

○
会
費
　
月
一
〇
〇
円

○
例
会
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
唖
日

述
墳
町
公
民
館
別
館

午
后
6
時
0
0
分
－
9
時
5
0
分

○
町
内
在
住
者
に
限
る

○
年
令
は
不
問

○
連
絡
先
　
偶
語
3
・
0
3
5
3

尾
崎
　
松
井
　
登
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毎月1日・20日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

l
A
7
月
の

税
金

月
氏
健
康
保
険
税
　
第
三
期
分

納
期
限
　
十
一
月
三
十
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

十
一
月
は
所
得
税

第
二
細
分
の
納
税
月

十
一
月
は
所
得
税
の
第
二
期
分
の
納

税
月
で
す
。
今
一
度
税
務
署
か
ら
の
通

知
を
見
て
下
さ
い
。

納
期
は
十
一
月
一
日
か
ら
、
十
一
月

三
十
日
ま
で
で
す
、
十
一
月
三
十
日
に

遅
れ
ま
す
と
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
年
七
・
三

％
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
は
年
一
四
・

六
％
の
割
合
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

か
ら
顔
を
し
な
い
よ
う
納
期
遙
必
ず
納

め
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

源
泉
所
得
税
年
末
韻

説
明
会
の
お
知
ら

輩i！iL橘堰増し

昭
和
躯
年
分
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す。目
時
　
日
月
2
2
日
（
木
）

午
前
の
部
　
午
前
1
0
時
5
0
分
か
ら

午
后
の
部
　
午
后
1
時
か
ら

場
所
　
水
巻
町
頃
末

遠
賀
借
用
金
庫
本
店

圏
四
賀

．

i

．

〟

．

！

．

．

．

．

…

i

！

．

～

～

～

！

！

～

！

」

さ
る
十
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
、

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
か
な
り
受
け
て
い
な
い
犬
が
お
り
ま

す
再
度
も
れ
た
犬
を
対
象
に
行
な
い
ま

す
の
で
必
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

目
時
　
　
1
1
月
2
0
日
（
火
）

1
3
時
約
分
～
1
6
時
ま
で

場
所
　
　
遠
賀
町
役
場

※
な
お
、
当
日
不
用
犬
を
引
き
取
り
ま

す
の
で
、
お
り
ま
し
た
ら
役
場
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

毎
回
愛
の
献
血
に
御
協
力
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
社
会
に
お
い
て
は
、

交
通
事
故
を
始
め
、
不
時
災
害
や
病
気

に
よ
る
血
液
の
必
要
が
多
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
町
献
血
会
で
は
万
一
に

偏
へ
、
又
、
人
の
た
め
に
左
記
に
よ
り

集
団
献
血
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
廣

鰭
期
で
大
変
ご
多
忙
中
と
存
じ
ま
す
が

献
血
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
顔
い
い

た
し
ま
す
。

尚
、
献
血
に
参
加
し
て
い
た
た
い
て
い

ま
す
と
、
万
一
、
本
人
又
は
同
居
家
族

の
方
に
血
液
の
必
要
を
生
じ
た
時
に
は

血
液
の
確
保
を
保
証
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
日
時
　
日
月
2
0
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

一
、
会
場
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

細
　
目
福
岡
の
電
話
＝
　
－
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市
内
局
番
が
3
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。

日
月
2
3
日
・
動
労
感
謝
の
日
か
ら

日
本
確
信
璃
話
公
社

現
在
2
ケ
タ
の
市
内
局
番
を
使
っ
て

い
ろ
、
福
岡
市
・
春
日
市
・
大
野
城
市

の
辞
話
は
n
月
2
3
日
か
ら
東
京
・
大
阪

な
ど
と
同
様
に
市
内
局
番
が
3
ケ
タ
と

な
り
ま
す
。

市
内
局
番
を
3
ケ
タ
に
す
る
方
法
は

現
在
の
2
ケ
タ
局
番
の
末
尾
に
1
を
つ

け
ろ
最
も
わ
か
り
や
す
い
方
法
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

て
先
を
明
記
し
た
封
筒
に
返
信
用
切

手
2
0
円
を
は
っ
て
同
封
し
右
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
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協
力
隊
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中

近
東
・
中
米
・
南
太
平
洋
の
発
展
途
上

に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経
済
開
発
、

民
生
向
上
の
た
め
に
技
術
・
技
能
を
身

に
つ
け
た
、
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本

の
宵
年
を
派
遣
し
、
各
国
の
国
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
事
務
局
で
は
昭
和
4
9
年
度
第

引
」
彊
貝
を
次
の
要
領
で
薫
し
て
い

老
人
医
療
に
つ
い
て

現
在
七
十
才
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
方

の
医
損
費
は
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
氏
名
変
更
、
住
所
変
更
、
保
険
関

係
変
更
、
死
亡
な
ど
の
事
由
が
生
じ
た

場
合
は
、
十
四
日
以
内
に
必
ず
役
場
福

祉
係
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
特
に
保
険

関
係
の
変
更
に
つ
い
て
は
早
め
に
届
け

出
て
下
さ
い
。

「
」
落
椅
帽
．
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l
、
受
付
期
間

日
月
1
日
か
な
1
2
月
猫
日
ま
で

2
、
受
験
資
格

4
9
年
4
月
1
日
現
在
1
5
才
以
上
1
7
才

未
満
（
昭
和
裁
年
4
月
2
日
か
ら
3
4

年
4
月
l
日
ま
で
に
出
生
し
た
者
）

の
日
本
国
箔
を
有
す
る
男
子
で
中
学

校
を
4
9
年
3
月
に
卒
業
す
る
見
込
の

者
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
卒
業
し
た
者

3
、
詳
し
い
お
尋
ね
は

福
岡
市
中
央
区
域
内
二
番
一
号

〒
掴
自
衛
隊
福
岡
地
方
連
絡
部

種
話
　
0
9
2
・
榔
・
0
3
6
1

4
、
志
願
書
類
の
郵
送
希
望
の
方
は
あ

1
、
資
格
　
瀧
約
才
以
上
の
青
年
男
女

2
、
顕
薔
締
切
　
4
8
年
1
2
月
1
日
必
着

3
、
第
一
次
選
考

（
筆
記
‥
論
文
、
英
語
、
技
術
）

4
9
年
1
月
如
日
（
日
）

各
部
通
庸
で
実
施

4
、
派
遣
前
訓
練
　
1
カ
月
間

5
、
派
遣
期
間
　
2
年
間

6
、
応
募
方
法

協
力
隊
事
務
局
所
定
の
願
書
を
事
務

局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
、
お
問
合
せ
は

日
本
百
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

〒
朝
東
京
都
渋
谷
区
広
尾

4
－
2
－
2
4

筒
話
0
0
・
1
0
0
・
1
2
6
1


